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2025-26 年度 RI テーマ 

「よいことのために 手を取りあおう」 

RI 会長 フレンチェスコ・アレッツォ 
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２０２５年１１月 ６日 例会報告 

第２５６９回例会 
  

 

❏ 出席報告 

会   員   数（出席免除会員２名含）２１名 

名  誉  会 員             ３名 

本 日 の 出 席（出席免除会員１名含）１３名 

欠       席              ８名 

出   席   率           ６５.００％ 

10月 2日の出席(出席免除会員１名含）  １５名 

メーキャップ後結果              １５名 

出   席   率            ７５.００％ 

 
❏ 会員誕生日祝い 

玄野 美紀子 会員 

 

❏ ご家族誕生日ご紹介 

濱中 光好  様    富永 明子  様 

(辻岡会員)西村 昇 様  

 

❏ 結婚記念日ご紹介 

宇治  亨 会員 

 
❏ ニコニコ箱 

玄野美紀子 会員 お誕生日の喜びに 

濱中 早苗 会員 主人の誕生日の喜びに 

下田 一彦 会員 初めて会長の席に座らせて 

いただいた喜びに 

滝井 稔元 会員 チャリティ B大会予選通過 

決勝進出の喜びに 

 

❏ 会長挨拶 （代理）              滝井 会員 
 第2660地区 RC クラブ対抗チャリ

ティボウリング大会の予選について 
まず、予選について概要ですが、予選

は10月11日に心斎橋サンボウル、

25日にフタバボウル関大前店にて行

われ、各会場3シフト合計6シフトに121チームが参

加しました。2660地区は77のRCがありますので、

複数チームが参加しているRC があることになりま

す。投球方法は、4人で1チームを構成して、一人1
投ずつ順番で投球し4ゲームのトータルピンで順位を

競い上位24チームが決勝に進む権利が得られます。

予選での特別ルールとして、チャリティ募金をするこ

とで、女子プロボウラーもしくは2660地区 吉川ガバ

ナーの代理投球を依頼することができます。 
門真RC は吉川ガバナーに代理投球をお願いして見

事ストライクを出していただきました。また、女子プ

ロにも依頼しましたが1投目9ピン、２投目ミスで残

念な結果となりました。スコアについては4ゲームト

ータル611ピン、当該シフト中、1位の620ピンに次

いで2位となりました。全シフトでの結果は、心斎橋

サンボウルで679ピンを出したチームがありましたの

で、121チーム中3位で予選通過となりました。 
決勝は11月15日に開催されます。チーム編成は変

更してもOKとのことです。１RCにつき1チームし

か決勝に進めないため、複数チームが予選に出ていた

次回例会 １１月 ２０日（木） 

卓話「中日歯科事情」保田晃宏 会員 

例会後：情報集会 開催 
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RC は、上級者を結集しチームを再編されることが考

えられるので、よりレベルの高い戦いが予想されま

す。門真RCとしては、まずは150平均、4 ゲームト

ータル600ピンを最低目標に設定して、さらなる上乗

せを目指したいと考えております。皆さまに良い結果

が報告できるよう、チーム一丸で頑張ってまいりたい

と思います。ご声援のほどよろしくお願いいたしま

す。 
  
❏ 幹事報告              玄野幹事 
 
1. 来月12月4日(木)例会時、次年度 理

事・役員決定のための年次総会を開催

致しますので皆さまご出席くださいま

すようお願いいたします。 
選挙の方法は、クラブ細則により理事 

 会をもって指名委員会となります。 
2. 第2660地区RC クラブ対抗チャリティボウリン 
  グ大会の件 
・決勝戦日程 ：11月15日（土）10時～  
（9時30分集合）※時間変更           

・場  所 ：関大前フタバボウル 
3.「地区大会」の名札について 

今年度RI2660地区の地区大会が、11/29（土） 
開催されます。 
出席される方は本日配付の名札を必ずご持参下さ 
います様お願い致します。 

その他 
4. 摂津RC 創立55周年記念式典前夜祭 
・ウエルカムナイト パンプキンロックス 
（旧梅田ピカデリーB１階） 
 

・日時 2025年11月14日（金）18：00～20：00 
 

 今後の予定確認 
・11/13(木) 卓話：ゲストスピーカー 門真市教育長 
・11/20(木) 卓話：保田会員  

情報集会（13：30～14：30） 
・11/27(木) 休会 
・12/ 4(木) 年次総会 卓話：前元会員 
      例会終了後 理事会 

 
❏ クラブフォーラム 財団米山委員会 中塚委員長 
ロータリー財団について 
ロータリークラブが奉仕の理念を

追求する組織なら、ロータリー財

団はその奉仕を実践する組織であ

り全く別のものであります。ロー

タリー財団は、1917年にアーチ・

C・クランフ国際ロータリー会長が「世界でよいこと

をするために」基金の設置を提案したことに始まり、

1928年に「ロータリー財団」と命名されました。 
 

主な財団に寄付した基金の種類と用途 
1. 年次基金（1人150ドル以上。税制上の優遇措置

を受けられます） 
全額使用します！例えれば、お米のように毎年苗を

植え新米としてすべて刈り取る（全て使用）。この

寄付は使い道を指定することなくロータリー財団に

寄付するもので、3年間投資した後に全額使われま

す。年次基金全額と次に説明の恒久基金の利益部分

はシェアシステムに基づき50%がグローバル補助金

など国際財団活動資金（WF）、残りの50%が地区

財団活動資金（DDF）として地区の裁量の下に使用

されます。 
2.恒久基金（１人３０ドル以上。税制上の優遇措置

を受けられます） 
使用しません！例えれば、リンゴの木のようにでき

た実（投資利益）だけを収穫、次の年に追加された

新たな恒久基金でさらに増えたリンゴの木の実だけ

をまた収穫する、木自身はなくなりません。将来の

新プログラムまたはプログラムの拡張のために寄付

金は使用せず基金として積み立てておき投資し、そ

の収益のみが3年後に使用されます。恒久基金に少

なくとも1,000ドルを寄付した人はベネファクター

の承認を受けます。なお、2022～2023年度の宮里

ガバナー時代から１人のベネファクターが一括

1000ドルではなく、1人３０ドル/year以上の寄付

で1000ドルに達した時点でベネファクターの承認

を受ける事となりました。 
3.ポリオプラス基金(1人50ドル以上。会費から寄付) 

RIの特別プログラムでロータリー章典に記載され

ていますが「ポリオプラスプログラムが成功裏に終

了するまで、いかなる他の組織全体のプロジェクト

も検討されない」 
門真RC は現在、年次基金17000円+恒久基金5000
円＝22000円をロータリー財団に毎年寄付していただ

いています。 
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＊＊＊ 例会スナップ ＊＊＊ 

 
 

 
 

 
 

 
                          

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
                          
 
 
 
 
 

予選 第３位 おめでとうございます！！ 


